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博士（文学）学位請求論文審査報告要旨 
論文提出者氏名 スピアーズ  スコット 
論 文 題 目 鎌倉将軍と和歌の研究 
審査要旨 
鎌倉幕府の将軍と和歌との関係について、従来の研究において見落とされていた側面を照射した論考を中心に
まとめている。全体は三部から構成されるが、第一部と第二部が将軍と和歌の論で、第一部では源実朝、第二部で
は摂家将軍九条頼経と宮将軍惟康親王を中心に扱う。将軍という為政制度の中に、和歌がどのように組み込まれ
ていったのかを解明するところに研究の主眼を置く。第三部は、東国武家歌人にとどまらず広く歌人研究のための
基底的文献といえる『勅撰作者部類』の研究であり、基礎的な資料批判を行ったうえで、その情報内容を解明した。
冒頭の「序」では、研究史を概観したうえで、本論文の方法論を述べ、主要な依拠資料とする『吾妻鏡』について
特に言及する。論者の立場は、『吾妻鏡』をどう読み解くかという軸線から構想されて行くことになるからである。 
 第一部「源実朝と和歌の問題」は、三章から成り、歌人鎌倉将人として一般的には最も著名な存在というべき実朝
を論じる。第一章「実朝の二つの出発点」では、まず元久二年四月十二日の十二首歌を検討し、それが北条氏の
政治構想の中で「祈祷」の要素を付与された所為あった可能性を推測、いっぽう翌元久三年二月四日の初学歌会
を実朝自身の意志の具現と見て、和歌の始発が他律（前者）と自主（後者）の二つの原理に司られていたと述べる。
『吾妻鏡』の条文から導き出される推論は、やや資料的裏付けが薄い憾みは残すものの、論者の実朝理解の基軸
を示す章となっている。続く第二章「実朝の学問所」では、建暦三年二月二日に設置された将軍の学問所に注目
し、その先蹤を唐太宗の文学館ならびに十八学士と認定、芸能之輩を集めて輪番で奉仕させたその芸能を、君子
として必要な学問・技能と解し、番衆の個々を詳細に検討した結果、その政治的意義を確認するとともに、そこには
和歌が重要な位置を占めていたことを証明している。第三章「建暦三年の実朝」は、実朝の生涯区分をめぐる先行
研究を丹念に吟味した後、『金槐和歌集』が成立した同年を、『吾妻鏡』の記事から検討した論となっている。従来
は和田合戦が心境の画期とされていたのを、仏事や和歌事績、さらには種々の雅事の様相を確認しつつ、近年、
歴史学から提示されている為政者実朝像ならびにその意識に連関させて、家集成立の背景を探っている。以上、
実朝に関する論は、歌人的全貌を新たに網羅的に把握するものではなく、その始発期と、もっとも重要な家集成立
の年（建暦三年）とを集中的に取り上げ、新しい角度からの理解を提示したところに、評価しうる点が見出される。 
 第二部「摂家将軍・宮将軍と和歌の問題」は、実朝暗殺によって途絶えた源氏将軍の後を受けた将軍の系譜の
中から、従来研究は乏しいけれども、論者が注意をすべきと考える人物に焦点を当てて論じたものである。第四章
「摂家将軍初代藤原頼経について」と、第五章「頼経の和歌と歌壇」は、実朝の次代に将軍として迎えられた標記
人物の和歌事績を発掘している。頼経は歌会を主催しているが、その和歌を本格的に扱った先行研究は、皆無で
ある。まずは、摂家将軍という新たな制度を確立するために幕府が企図した方策の中に、和歌も位置付けられると
説く。そこでは、実朝の主催した幕府歌会の前例が意識されており、政権において機能する和歌の役割、すなわち
将軍権威の確立と御家人との交流という機制が働いていたとされる。和歌の政教的意味が見定められていることに
なるだろう。そのうえで、頼経自身の詠作と主催歌会について考証と読解を展開した。材料は決して多くは無いが、
月次歌会の催行や、寛元元年月十首の意義について、手堅く論証し得ている。第六章「惟康親王の周辺と和歌」
は、第七代の宮将軍の時代を俎上にのせる。実は惟康親王にはその具体的な詠作がまったく確認されておらず、
歌壇的には空白の時期と考えられてきた。論者は『沙弥蓮愉集』の詞書に見える「鎌倉二品親王家十首歌」を惟康
主催の和歌事績と認定、さらに将軍に出仕した右衛門督が、惟康の父宗尊親王（第六代将軍）以来の女房歌人で
あったことを考証した。これらによって、惟康将軍の時代にも、和歌をめぐる環境は十二分に存在したことを明らか
にしようとした。有力な直接資料が提示できない弱みはあるが、従来の理解に修正をせまる指摘として評価できる。 
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第七章「『六代勝事記』の政道観と鎌倉将軍」は、『六代勝事記』が示している将軍観、政道観を確認し、第二部の
補説となりえている。 
ここまでが本論文の題目「鎌倉将軍と和歌の研究」に直接照応する部分である。この題目を正面から解すれば、
九代にわたる鎌倉将軍の歴世、すなわち源氏将軍三代（頼朝・頼家・実朝）、摂家将軍二代（頼経・頼嗣）、宮将軍
四代（宗尊・惟康・久明・守邦）の各人物とその治世とが、和歌とどのような関係にあったのかという問題を網羅的に
扱い、包括的に論じているかのように思われる。しかし、実際には源実朝・藤原頼経・惟康親王の三将軍に、焦点が
当てられているといってよい。このうち歌人として膨大な研究史を有するのは実朝だが、本論文で扱われているの
は、従来の研究では注目されてこなかった要点である。たとえば実朝とならび、歌人として大きな事績を持つ将軍と
いえば宗尊親王となるが、同親王の和歌についてはほとんど触れられない。そのことを、本論文の問題と指摘する
ことも不可能ではないが、これは論文題目に関して従来の研究に欠落した研究主題を拾い出し、論を展開したもの
と考えることができるだろう。その意味で、鎌倉和歌研究に確かに一新生面を切り拓いた成果と言うことができる。 
さて、第三部「『勅撰作者部類』の研究」は、既述の通り、広く歌人研究の基礎資料である当該書の、資料批判と
内容研究を行なったものである。第八章「『勅撰作者部類』の諸問題」では、基礎的な伝本研究を展開し、建武四年
も元盛法師が編纂し康安二年に惟宗光之が増補した『旧作者部類』と、江戸時代に成る『改編作者部類』の二系統
があることを示したうえで、活字版としてこんにち一般に提供されている『勅撰作者部類』は後者に依拠するが、さま
ざまな問題点が生じていることを指摘する。その一方、南北朝期に成立した『旧作者部類』には、特に鎌倉・南北朝
歌人について正確で貴重な情報を収載していることを明確にした。『旧作者部類』と『改編作者部類』については、
和歌の専門研究者も、それぞれの性格を十分に踏まえ利用してこなかった経緯があり、論者によって資料性格がき
ちんと解明された学術的意義は極めて大きい。第九章「『勅撰作者部類』注記考」では、『旧作者部類』に見られる
「至～年」という注記の意味するところを探り、官歴の最終年次を示していることを明らかにした。その考証過程は、
「資料編」として付載される膨大なデータに示されている。今までは未詳とされてきたこの注記の意味が判明したこと
で、今後の歌人研究、和歌研究ひいては歴史研究に資するところの大であり、高く評価することができる。 
末尾には跋を置き全体をまとめ、初出一覧を付す。 
論文題目と内容とに関し重ねて付言すれば、やはり歴代将軍と和歌との関係は、より多角的かつ概括的に検討
されるべきであったろう、その点に今後の課題は残り、また、資料操作においても、さらに慎重さが求められる部分も
認められるものの、全体として達成された研究成果は、所期の水準を達成したものといえるものである。 
 なお、論文提出者はミシガン州出身の米国人であるが、本論文は歴史的仮名遣いにより執筆されている。もとより
学術論文における仮名遣いは、「現代仮名遣い」の準用が強制されるものではない。このことに関しては、序にわざ
わざ一節を設けて論者の立場も表明されている。そのことはまた、論者の日本語運用能力の高さをも示していること
になるだろう。 
以上、審査委員会は一致して、課程による学位を授与するに相応しい論文であると認定する。 
 
公開審査会開催日 ２０１１年１月２４日 
審査委員資格 所属機関名称・資格 博士学位名称 氏 名 
主任審査委員 早稲田大学文学学術院 教授  兼築 信行 
審査委員 早稲田大学文学学術院 教授 博士（文学）早稲田大学 日下 力 
審査委員 早稲田大学文学学術院 教授 博士（文学）早稲田大学 高松 寿夫 
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